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平成 22年度カーボンフットプリント制度試行事業 

第 1回カーボンフットプリント連絡会 

議事要旨（案） 

 

日時：平成 22年 8月 5日（木）10:00～12:00 

会場：全日通霞ヶ関ビル 8階 大会議室（A） 

 

●出席者： 

工学院大学       ：稲葉教授 

経済産業省       ：山室課長補佐、前田指導係長 

社団法人未踏科学技術協会：津田事務局長 

みずほ情報総研株式会社 ：加地、岸田、樋口、岩下 

 

●議題 

１．平成 22年度カーボンフットプリント制度試行事業の概要について 

２．カーボンフットプリント制度に関する基本ルールの改定について 

３．カーボンフットプリント算定・表示試行事業の各種申請受付の再開について 

４．平成 22年度支援事業について 

５．PCR策定時の「試算（事前評価）」事例紹介 

６．制度理解向上に向けた取り組みについて 

７．質疑応答 

 

●議事概要 

（１）議事１～６について 

議事１～６について、事務局より説明が行われた。 

 

（２）議事７について 

会場の参加者からの質疑応答の内容は以下の通り。 

 

（質問１）今年度の CFP検証の最終の申請受付は、平成 23年 1月下旬と考えてよいのか。 

（回答１）現時点では今年度の CFP 検証の最終の申請受付は平成 23年 1月下旬を予定し

ている。 
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（質問２）来年度の CFP検証パネルの予定はどのようになっているのか。 

（回答２）来年度のカーボンフットプリント制度試行事業については、現状未定である。

今年度の成果を生かして次年度の試行事業にスムーズに繋げていきたいと考え

ている。 

 

（質問３）PCR 認定申請代表者は、PCR 原案が認定された場合に CFP 算定キットファイ

ルの提出は必須か。 

（回答３）原則として、PCR認定申請代表者に CFP算定キットファイルの提出をお願いし

ている。 

 

（質問４）PCR原案策定時の CFP試算（事前評価）について、試算根拠の提出は必要なの

か。  

（回答４）PCR レビューの際、レビューアが確認を行うので、必要に応じて説明できるよ

うに資料の準備をお願いしたい。 

 

（３）稲葉委員長からの総括 

・ 日本として、カーボンフットプリント制度をどのようにしていくか考えないといけない

が、その際に基礎となるのは事業者の皆さんの活動である。世界の共通ルールを自らが

作っていくという意思を持って、事業者の皆さんには活動していって頂きたい。 

 

以上 


